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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

た
な
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
仙
北
市
議
会
で
は
年
二
回
、
市
内
九
地

区
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
議
員
か
ら
の
議
会
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
に
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
方
々
か
ら
は
市
政
や
議
会

へ
の
不
平
不
満
の
声
が
実
に
多
く
出
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
市
民
に
最
も
近
い
存
在
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
参
加
者
の
少
な
さ
か
ら
果
た
し
て
本
当
に
そ

う
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
の
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
前
提
に
は
な
り
ま
す
が
、
議
会
報
告
会
は
、

た
だ
単
に
開
催
し
市
民
の
意
見
を
集
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
意
見
を
い
か
に
議
員
活
動
に
反
映

さ
せ
る
か
が
重
要
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
議
会
の
仕

組
み
や
権
限
、
首
長
の
執
行
権
と
議
会
の
議
決
権

の
関
係
に
つ
い
て
市
民
に
詳
し
く
説
明
し
、
議
会

の
役
割
に
つ
い
て
市
民
の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
市
民
と
議
会
が
共
に
仙
北
市
の
方
向
性
に

つ
い
て
議
論
す
る
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
二
八
年
度
よ
り
議
会
報
告
会
は
「
議
会
と

の
意
見
交
換
会
」
に
名
称
を
改
め
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
広
聴
機
能
の
充
実

に
努
め
ま
す
。「
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
活

発
化
さ
せ
、
市
民
参
加
型
議
会
を
目
指
し
、「
議

会
と
の
意
見
交
換
会
」
で
の
議
論
が
政
策
立
案
へ

と
繋
が
れ
ば
、
必
ず
仙
北
市
の
発
展
に
結
び
付
く

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
北
市
議
会　

議
長　

青　
柳　
宗　
五　
郎

市
民
参
加
型
の
議
会
へ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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議案第114号

議員提出
議案第13号

議案第112号

議案番号

件　　　　名

会派及び氏名等

仙北市行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定
について

平成27年度
仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

仙北市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例制定について

凡例:賛→賛成、反→反対、退→退席、欠→欠席（議長は、法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 平成27年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：12/1　最終日：12/22）

12/1

12/22

12/22

否決

議案第96号 平成26年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定
について 12/1 不認定

可決

可決

議決
月日

議決
結果

議案第119号

平成27年度仙北市一般会計補正予算（第5号） 12/22 可決議案第124号

事務検査に関する決議について 12/1 可決

反反

賛

賛

賛

反

反 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛

賛 賛 賛 反

反賛反 反 反

反反反 反 反

反 反 反 反

賛 賛反 反

反 反反 反

反反

反

反反

反

反

反

反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛賛

賛 賛 賛賛

賛 賛賛

賛 反

賛 賛

髙
久
昭
二

阿
部
則
比
古

熊
谷
一
夫

平
岡
裕
子

小
田
嶋
忠

八
柳
良
太
郎

門
脇
民
夫

安
藤　
　

武

伊
藤
邦
彦

大
石
温
基

荒
木
田
俊
一

真
崎
寿
浩

小
林
幸
悦

稲
田　
　

修

髙
橋　
　

豪

佐
藤
大
成

田
口
寿
宜

黒
沢
龍
己

公
明
党

会派に属しない
議員

仁政クラブ 翠巒会 民政会議 市民
クラブ 共

産
党

●仙北市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
　の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定について
●仙北市消防団員退職時家族慰労金支給条例制定について

可決された
主な議案

（予算関係は除く） ●事務検査に関する決議（仙北市一般廃棄物最終処分場管理業務の業者選定に伴う随意契約不正事務
　処理に関する事項）
●社会保障の充実を国に求める意見書
●介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現を求める意見書

議員提出議案

５回定例会が12月１日～22日までの22日間開催さ
れ、平成27年度一般会計補正予算案など18件が審

議されました。
　本定例会初日に行われた、平成26年度一般会計歳入歳出
決算認定については不認定。贈収賄事件にともなう市長・
副市長の処分案件は否決されました。（号外に掲載済み）
　平成27年度一般会計補正予算は可決されました。

　一般質問には７名の議員が立ち、定住・移住対
策、子育て支援、企業誘致問題、空き家対策、今
後の市政、贈収賄事件、TPP、農業問題等につい
て議論が交わされました。
　本会議最終日には、インバウンド（外国人観光
客）の誘客促進事業費567万５千円の補正予算案
が提出され、集中して質疑が行われました。討論
の後、採決の結果賛成多数で可決されました。

第５回定例会が12月１日～22日までの22日間開催さ
れ、平成27年度一般会計補正予算案など18件が審

議されました。

　一般質問には７名の議員が立ち、定住・移住対
策、子育て支援、企業誘致問題、空き家対策、今
後の市政、贈収賄事件、TPP、農業問題等につい

－ 12 月 定 例 会－

一般会計補正額 1億７，５４４万円
補正後予算１９３億７，２２８万円に

インバウンド誘客促進事業…訪日外国人客を誘客促進する事業用語解説

※
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ふるさと納税寄付金の増額見込みによる返礼品等関係費の追加。

ふるさと納税ふるさと便事業費 812万円

ふるさと納税寄付金の増額見込みによる基金積立の追加。

ふるさと仙北応援基金積立金 1,400万円

自立支援医療費及び障害者医療費に係る給付費の追加。

障害者自立支援給付費 786万円

医療扶助費等の追加。

生活保護費 9,766万円

外国人観光客の誘客促進事業。

インバウンド誘客促進事業費（地方創生先行型） 1,548万円

小・中学校保管薬品に係る処分費等。

一般管理費 540万円

新水沢源泉温泉管新設工事。

温泉事業費 1億円

12月補正予算の
主な内容を
ご紹介します

予算常任委員会

質
問　

県
内
外
の
自
治
体
で
同
様
の
事
業
採
択
は

あ
っ
た
か
。
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
を
対

象
と
し
た
理
由
は
。

答
弁　

全
国
か
ら
観
光
分
野
で
の
交
付
金
申
請
は

80
億
円
で
、
採
択
は
44
億
円
で
あ
っ
た
。
本
市
は

９
８
０
万
５
千
円
の
定
額
を
認
め
ら
れ
た
。
ム
ス

リ
ム
の
方
は
食
事
・
礼
拝
等
独
自
の
戒
律
が
あ
り
、

来
て
頂
く
環
境
を
整
え
る
為
で
あ
る
。

質
問　

市
で
は
数
年
前
Ｔ
Ｉ
Ｃ
が
あ
っ
た
が
、
今

は
観
光
の
専
門
的
な
出
先
が
な
く
な
っ
た
。
反
省

を
踏
ま
え
て
次
へ
向
か
う
の
か
。
窓
口
は
ど
こ
で
、

誘
客
目
標
は
。

答
弁　

県
と
市
が
共
同
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
を
設
置
し
、

成
功
・
失
敗
事
例
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
れ
を
観
光

連
盟
・
観
光
協
会
が
引
き
継
い
だ
。

　

農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、

窓
口
の
観
光
課
、
観
光
連
盟
・
協
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

　

1
月
か
ら
３
月
ま
で
５
０
０
名
の
外
国
人
客
増

加
、
旅
行
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
件
数
４
件
、
利
用
数

１
０
０
名
、
ア
ク
セ
ス
数
３
千
件
を
誘
客
目
標
と

し
て
い
る
。

質
問　

免
税
店
の
設
置
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
市
内
w
i
f
i
設
置
個
所
は
何
箇
所
か
。

答
弁　

地
方
創
生
特
区
の
時
に
検
討
し
た
。
引
き

続
き
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
市
内
70
箇
所
へ

w
i
f
i
の
整
備
を
行
っ
た
。
東
北
で
一
番
多
い

数
で
あ
る
。

質
問　

①
当
初
よ
り
減
額
し
た
の
は
ど
の
部
分
か
。

②
目
標
設
定
を
明
確
に
し
て
欲
し
い
③
全
体
の
外

国
人
客
数
の
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
？

答
弁　

①
通
年
型
外
国
人
メ
ニ
ュ
ー
と
ダ
イ
レ
ク

ト
発
信
・
コ
ン
サ
ル
業
務
等
内
容
を
変
え
て
減
額

し
た
。②
次
年
度
も
継
続
し
総
合
戦
略
の
中
で
５

年
間
取
組
ん
で
い
く
。③
県
と
連
携
し
て
外
国
人

客
数
の
正
確
な
実
数
把
握
に
努
め
る
。

質
問　

受
け
入
れ
体
制
は
。

答
弁　

金
額
の
大
き
い
物
は
旅
行
代
理
店
へ
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
観
光
連
盟
・
協
会
へ
と
考
え
て

い
る
。

議
論
の
ポ
イ
ン
ト  

〜
本
会
議
補
正
予
算
質
疑
か
ら
〜

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
事
業
費（
地
方
創
生
先
行
型
）に
つ
い
て

　

外
か
ら
来
た
方
は
、
仙
北
市
だ
け
で
な
く
周
辺
の
県
・
市
へ

も
流
れ
る
。
市
が
直
接
行
う
の
で
な
く
、
観
光
連
盟
・
協
会
が

県
と
協
働
し
て
や
れ
る
部
分
が
あ
る
。
今
後
５
年
間
こ
の
事
業

を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
財
源
を
つ
ぎ
込
む
効
果
が
疑
問

で
あ
る
。

○
反
対
討
論

■外国人観光客

賛
成
多
数
に
よ
り

補
正
予
算
案
は

可
決
さ
れ
た
。

採　決

※

※

ＴＩＣ…ツーリストインフォメーションセンター（旅行案内所）用語解説 4仙北市議会だより



７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

仁政クラブ  髙 橋 　 豪  議員仁政クラブ  髙 橋 　 豪  議員

市長 住宅建設に奨励金を出し、第2子からの保育料は無料にする。

インパクトある定住・移住政策を示せ。

１
、
市
内
へ
の
定
住
・
移
住
促
進
政
策

　

で
人
口
増
加
・
維
持
を

質
問　

市
で
は
現
在
、
国
の
指
針
に
従

い
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ら
び
に

「
地
方
版
総
合
戦
略
」を
策
定
中
で
あ
り
、

そ
の
素
案
も
示
さ
れ
て
い
る
。
政
策
に

お
い
て
は
、
雇
用
の
安
定
、
居
住
環
境

の
整
備
、
出
産
子
育
て
支
援
等
が
噛
み

合
っ
た
好
循
環
の
施
策
を
実
行
す
る
こ

と
が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

　

以
前
か
ら
同
様
の
質
問
を
し
て
い
る

が
、
若
い
夫
婦
が
本
市
で
生
活
す
る
上

で
、
家
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
に
着
目

す
べ
き
で
あ
る
。
住
宅
建
築
は
人
口
増

加
、
経
済
活
性
化
に
も
資
す
る
も
の
と

考
え
る
が
、
移
住
・
定
住
促
進
に
関
す

る
具
体
的
な
政
策
は
何
か
。

　

ま
た
、
定
住
・
移
住
政
策
に
成
功
し

て
い
る
「
北
海
道
新
冠
町
」
の
取
り
組

み
を
見
る
と
、
子
育
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
若
い
世
代
の
定

住
・
移
住
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
中
で

も
妊
婦
検
診
交
通
費
助
成
事
業
や
出
産

時
宿
泊
費
助
成
事
業
に
は
子
育
て
世
代

へ
の
大
変
な
配
慮
が
伺
え
る
。
平
成
28

年
度
か
ら
の
具
体
的
な
子
育
て
支
援
政

策
は
何
か
。

答
弁　

定
住
・
移
住
政
策
に
関
し
て
は
、

首
都
圏
大
学
生
等
就
職
情
報
提
供
事
業
、

芸
術
家
に
活
動
拠
点
の
提
供
を
行
う
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業
、

地
元
就
職
者
奨
励
金
補
助
活
動
の
拡
充

等
を
予
定
し
て
い
る
。
住
居
関
連
で
は
、

雪
国
仕
様
へ
の
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
、
親
世
帯
と
の
同
居
・
近
居
を
支

援
す
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
策
で
は
、
子
供
の
誕
生
を

市
を
挙
げ
て
お
祝
い
し
て
、
出
生
時
に

子
育
て
に
役
立
つ
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
出
産
祝
い
支
給
事
業
、
現
在
の
第
2

子
か
ら
の
保
育
園
料
無
料
化
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
引
き
下
げ
等
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
今
後
、
市
有
地

を
民
間
事
業
者
に
売
却
し
て
宅
地
造
成

を
行
う
事
業
、
住
宅
建
設
奨
励
金
や
引

っ
越
し
助
成
金
、
市
内
の
不
動
産
事
業

者
を
認
定
す
る
支
援
事
業
、
子
供
の
数

に
応
じ
た
固
定
資
産
税
の
補
助
を
検
討

す
る
。

２
、
企
業
誘
致
案
件
に
つ
い
て

質
問　

市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
青

森
県
で
食
品
加
工
工
場
を
経
営
し
て
い

る
（
株
）
司
食
品
工
業
の
誘
致
を
続
け

て
き
た
。
市
は
、
現
在
ま
で
に
2
億
円

を
超
え
る
金
額
を
拠
出
し
て
い
る
。
未

だ
誘
致
が
実
現
し
て
お
ら
ず
、
市
議
会

で
は
企
業
誘
致
の
早
期
実
現
を
求
め
る

決
議
を
し
た
が
、
そ
の
後
も
進
展
が
見

ら
れ
な
い
。

　

9
月
時
点
で
は
、「
企
業
側
か
ら
工

場
用
地
が
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
企
業
側
で
対
応

す
る
こ
と
で
協
議
が
完
了
し
た
」
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
用
地
取

得
の
件
は
完
了
す
る
の
か
。

ま
た
、
現
在
で
も
他
県
か
ら
も
進
出
の

引
き
合
い
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

当
局
で
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

加
え
て
、
資
金
調
達
・
輸
送
・
原
材
料

の
課
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
市
長
は
「
期
限
を
区
切
っ
た
交
渉

に
入
り
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
交
渉
は
ど
う
な
っ
た
か
。
そ
し

て
、
進
出
の
担
保
が
な
さ
れ
な
い
場
合

の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

用
地
取
得
に
関
し
て
は
、
駐
車

場
用
地
を
1
0
0
0
㎡
程
確
保
し
た
い

が
、
取
得
及
び
造
成
は
企
業
で
行
う
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
他
県
か
ら
引
き

合
い
は
、
兵
庫
県
で
の
計
画
で
あ
り
、

仙
北
市
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
資
金
調
達
は
、
利
用
可
能
な
制
度

の
説
明
を
尽
く
し
て
い
る
。
輸
送
は
、

配
送
拠
点
整
備
の
構
想
が
進
め
ば
ク
リ

ア
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
原
材
料

は
、
2
年
後
に
は
調
達
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
食
肉
流
通
公
社
と
協
議
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
加
え
て

人
材
確
保
の
課
題
が
あ
る
と
思
う
。
そ

の
後
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
秋
田
銀
行

を
介
し
て
滝
本
社
長
と
の
面
談
を
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
、
強
く
要
請
し
て

い
る
。
進
出
の
担
保
が
な
さ
れ
な
い
場

合
は
、
法
的
な
対
応
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
も
し
っ
か
り
と

企
業
進
出
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

（
佐
藤 

大
成 

記
）■㈱司食品工業の誘致予定地
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７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

翠巒会  大 石 温 基  議員翠巒会  大 石 温 基  議員

市長

■潟野地区基盤整備法面

覚悟をもって回収に取り組むことを誓う。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

仙
北
市
に
な
っ
て
10
年
、
こ
の

間
人
口
減
少
と
と
も
に
空
き
家
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
。

　

市
内
で
空
き
家
と
な
っ
た
家
屋
は
何

軒
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
移
住
さ
れ

た
方
々
は
何
人
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

移
住
し
た
後
に
定
住
で
き
な
か
っ
た
方

も
い
る
と
思
う
が
そ
の
理
由
は
何
か
。

答
弁　

空
き
家
外
観
調
査
で
は
、
２
７

６
軒
の
空
き
家
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
居

住
可
能
と
見
ら
れ
た
も
の
が
61
軒
、
居

住
不
可
と
見
ら
た
た
も
の
が
２
１
５
軒

で
あ
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て
移

住
さ
れ
た
方
々
は
11
月
末
で
28
世
帯
66

人
、
そ
れ
以
外
で
の
移
住
は
19
年
度
か

ら
24
年
度
で
43
人
い
る
。

　

移
住
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
転
居
し
た

方
々
の
割
合
は
38
・
５
％
で
あ
り
、
理

由
を
聞
き
取
り
な
ど
で
把
握
で
き
る
状

況
で
は
な
い
が
、
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー

不
足
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

滞
納
問
題
に
つ
い
て

質
問　

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ

れ
る
財
政
状
況
の
中
で
財
源
の
確
保
に

努
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
税
金
等

の
滞
納
や
不
能
欠
損
の
現
状
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

滞
納
に
つ
い
て
は
合
併
後
の
５

年
間
は
増
え
続
け
て
い
た
が
、
直
近
の

５
年
間
で
は
減
少
し
、
横
ば
い
の
状
況

に
あ
る
。

　

不
能
欠
損
と
な
る
額
は
そ
の
時
々
で

違
う
の
で
徐
々
に
減
少
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。

　

近
い
将
来
、
債
権
管
理
条
例
を
制
定

し
て
、
可
能
な
限
り
時
効
と
な
ら
な
い

よ
う
な
債
権
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

自
主
財
源
な
く
し
て
地
方
創
生
事
業

の
着
手
も
な
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
格
に
、
冷
た
い
と

言
わ
れ
て
も
公
平
性
を
重
視
し
、
覚
悟

を
も
っ
て
滞
納
対
策
と
債
権
の
回
収
に

取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
で
誓
う
。

圃
場
整
備
に
つ
い
て

質
問　

圃
場
整
備
事
業
が
進
ん
で
い
る

が
、整
備
規
格
で
は
排
水
フ
レ
ー
ム
の
高

さ
が
低
く
、法
面
も
大
き
く
な
り
草
刈

り
作
業
な
ど
が
大
変
に
な
る
。ま
た
、大

雨
の
際
に
崩
壊
な
ど
の
心
配
も
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、特
区
を
利
用
し
て
排
水
フ

レ
ー
ム
を
大
き
く
す
る
な
ど
、規
格
や

要
件
緩
和
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

規
格
や
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
土
地
改
良
団
体
か
ら
国
、

県
へ
要
望
等
で
働
き
か
け
る
の
が
現
実

的
な
対
応
で
あ
る
。

　

特
区
制
度
は
、
規
制
の
法
律
や
制
度

を
緩
和
す
る
こ
と
で
民
間
企
業
が
自
ら

活
動
し
地
域
振
興
を
担
う
こ
と
が
目
的

で
あ
り
、
社
会
資
本
整
備
事
業
に
は
馴

染
ま
な
い
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

圃
場
整
備
と
と
も
に
市
道
等
の

改
良
は
で
き
る
の
か
。

答
弁　

同
時
施
工
は
可
能
で
あ
る
。
不

整
形
田
の
解
消
や
効
率
的
な
作
業
が
可

能
に
な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

一
般
的
に
は
区
域
内
用
地
か
ら
公
共
用

地
に
必
要
な
面
積
を
創
出
す
る
、
創
設

換
地
等
の
手
法
で
あ
る
が
、
事
前
に
関

係
者
の
深
い
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

水
道
工
事
に
つ
い
て

質
問　

水
道
本
管
の
埋
設
位
置
に
よ
っ

て
宅
地
内
へ
の
配
管
距
離
等
に
よ
り
、

工
事
費
に
違
い
が
生
じ
る
の
は
不
公
平

で
は
な
い
か
。

答
弁　

本
管
埋
設
位
置
の
決
定
は
住
戸

数
の
多
い
方
の
道
路
端
に
設
置
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
着
工
前
の

住
民
説
明
会
で
何
回
も
説
明
し
て
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

質
問　

宅
地
内
に
引
き
込
む
工
事
費
で
、

同
じ
よ
う
な
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、
業

者
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
企
業

局
等
で
指
導
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

調
査
の
結
果
、
業
者
に
よ
る
積

算
の
違
い
な
ど
が
あ
り
差
額
が
出
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　

企
業
局
か
ら
仙
北
市
管
工
事
組
合
に

対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
を
し
た
結
果
、

仙
北
市
建
設
業
協
会
も
含
め
協
議
を
行

い
、
対
策
を
講
じ
る
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。

（
小
林 

幸
悦 

記
）

税金滞納・不能欠損の対応は。
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７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

民政会議  伊 藤 邦 彦  議員民政会議  伊 藤 邦 彦  議員

市長 市政前進のため渾身の努力を傾注する。

市政が進まない要因はどこにあるのか。

職
員
教
育
の
充
実
を
図
れ

質
問　

合
併
10
年
、仙
北
市
は
今
年
県

内
初
の
構
造
特
区
指
定
を
受
け
活
性
化

に
向
か
っ
て
進
も
う
と
し
て
い
る
。し
か

し
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
絡
ん
で
、３
歩

進
ん
で
２
歩
退
が
る
の
状
況
で
前
進
が

遅
い
、市
長
の
思
い
が
職
員
に
適
正
に

伝
わ
ら
な
い
こ
と
で
、使
命
感
の
欠
如

と
な
り
、ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、市
政
が

進
ま
な
い
原
因
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

様
々
な
不
祥
事
が
発
生
し
、
そ

の
対
応
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
こ
の
度
の
職
員
の
贈
収
賄
事

件
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
た
い
。
事
件
後
、
関
係
職

員
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
全
職
員

へ
「
幹
部
は
部
下
を
信
用
し
な
が
ら
も
、

さ
ら
に
良
い
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
目
配
り
気
配
り
を
し
、
部
下
は
市

民
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
、

そ
の
使
命
感
で
、
上
司
の
信
頼
に
応
え

る
よ
う
仕
事
に
取
り
組
み
、
市
民
の
信

頼
回
復
に
全
力
で
努
力
し
て
ほ
し
い
。」

と
訓
示
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
、
職

員
と
共
に
渾
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
。

質
問　

市
長
は
、部
長
、次
長
あ
る
い
は

課
長
よ
り
年
齢
が
若
い
た
め
、意
思
の

疎
通
が
図
り
に
く
い
の
で
は
な
い
の
か
。

答
弁  

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
考
え
た

事
は
な
い
。

碇
沢
川
を
改
修
し
て
浸
水
被
害
を
防
げ

質
問  

大
雨
毎
に
碇
沢
川
が
宮
田
堰
に

流
れ
込
む
た
め
、六
本
杉
・
漆
原
地
区
の

住
家
と
農
地
が
浸
水
の
被
害
に
遭
っ
て

い
る
。こ
の
解
決
策
に
ど
う
向
か
う
。

答
弁　

碇
沢
川
は
取
水
面
積
の
大
き

い
沢
筋
が
多
く
て
、
随
時
河
川
災
害

復
旧
工
事
事
業
や
市
単
独
事
業
に
よ

り
対
応
し
て
き
て
い
る
。
来
年
度
は

土
地
所
有
者
か
ら
の
承
諾
が
得
ら
れ

れ
ば
土
砂
堆
積
部
分
の
洲
ざ
ら
い
等

の
河
道
整
正
を
行
う
。
又
、
県
、
土

地
改
良
区
市
の
関
係
者
が
現
地
踏
査

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

最
も
現
実
的
な
対
策
に
着
手
し
た
い

と
の
思
い
で
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
再
編
の
進
捗
状
況
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か

質
問　

教
育
長
に
以
前
学
校
規
模
の
質

問
を
し
た
際
、
少
人
数
学
級
の
ほ
う
が

先
生
の
目
が
ゆ
き
届
い
て
、
よ
い
子
が

育
つ
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

よ
い
子
と
は
ど
の
よ
う
な
子
を
い
う
の

か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

学
校
に
は
色
々
な

規
模
の
学
校
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
よ
り
よ
い
教
育
を
目

指
し
て
い
く
の
が
、
私
達
教
育
に
携
わ

る
者
の
勤
め
で
あ
る
。
子
供
達
に
は
学

力
等
の
面
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
身
に
つ
い
た
、
そ
し
て
、
周
り
の
人

と
も
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る
協
調
性
も

あ
る
。
目
標
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
他

人
に
も
優
し
い
よ
い
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

質
問　

小
規
模
校
で
い
わ
ゆ
る
カ
ゴ
の

中
教
育
で
忍
耐
力
や
協
調
性
な
ど
の
社

会
性
が
身
に
つ
く
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

小
規
模
校
ゆ
え
に

先
生
方
が
つ
い
つ
い
手
を
か
け
て
し
ま

う
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
校
で

あ
る
が
故
に
子
供
達
一
人
一
人
が
ク
ラ

ス
の
役
割
分
担
を
し
て
主
役
に
な
り
得

る
。
そ
れ
に
よ
り
特
に
小
学
校
に
お
い

て
は
、
子
供
達
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
。

自
尊
感
情
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
最
大

の
眼
目
で
、
そ
れ
に
よ
り
生
き
る
力
を

つ
け
て
い
け
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

桧
木
内
中
学
校
と
西
明
寺
中
学

校
の
統
合
に
向
け
て
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答
弁
（
教
育
長
）　

本
年
度
か
ら
市
長

も
出
席
す
る
総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ

れ
そ
の
中
で
市
長
か
ら
学
校
統
合
に
つ

い
て
、
仙
北
市
の
大
綱
に
係
わ
る
協
議

目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
話
し
が
あ
り
、
教
育
委
員

の
中
か
ら
再
編
や
現
状
の
で
よ
し
と
す

る
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
保
護
者
を

含
む
地
域
の
全
世
帯
の
皆
様
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
再
編
に
向
け
て

の
検
討
委
員
会
の
設
置
に
向
け
て
動
い

て
い
る
。

質
問　

仙
北
市
は
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
、

各
中
学
校
で
優
れ
た
選
手
が
秋
田
市
等

の
中
央
の
学
校
に
入
り
高
い
レ
ベ
ル
に

つ
い
て
い
け
ず
心
も
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
帰
っ
て
き
た
選
手
を
何
人
も
見

て
い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
か
わ
い
が

り
す
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
競
う
場
の
欠
落
が

一
因
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

小
規
模
校
か
ら
出

て
大
き
な
学
校
に
行
っ
て
残
念
な
が
ら

成
果
が
出
せ
な
か
っ
た
子
供
も
い
る
。

逆
に
小
さ
な
学
校
出
身
で
高
校
で
大
変

活
躍
し
て
い
る
方
も
い
る
。
色
々
な
ケ

ー
ス
が
あ
る
が
、
子
供
達
は
し
っ
か
り

と
、
そ
の
道
な
り
に
頑
張
っ
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

（
門
脇 

民
夫 

記
）■コンプライアンス職員研修
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７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

高 久 昭 二  議員高 久 昭 二  議員

市長 再発防止のためしっかりと取り組んでゆく。

贈
収
賄
事
件
の
検
証
を
踏
ま
え
て
の
問

題
点
に
つ
い
て

質
問　

仙
北
市
は
以
前
か
ら
、
地
方
自

治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
2
第
1
項

第
2
号
、
第
9
号
及
び
仙
北
市
財
務
規

則
第
1
1
5
条
1
か
ら
2
の
規
定
に
基

づ
き
、
発
注
関
係
選
定
フ
ロ
ー
を
定
め

随
意
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
作
業
を
進
め
て
き
た
。
実
際

の
資
料
を
見
る
と
「
平
成
24
年
3
月
29

日
起
案
、
同
30
日
決
済
、
施
行
平
成
24

年
度
仙
北
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

施
設
管
理
補
助
委
託
業
務
一
社
見
積
り

随
契
2
，7
8
2
万
5
千
円
で
業
務
委

託
締
結
し
た
。」
同
施
設
は
本
来
、
委

託
業
者
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
補
助
事
業
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の

か
。
こ
の
計
画
起
案
は
文
書
番
号
も
な

く
、
保
存
期
間
の
サ
イ
ン
も
な
い
。
さ

ら
に
財
務
規
則
の
理
由
と
こ
れ
を
随
意

契
約
す
る
と
い
う
理
由
も
付
記
さ
れ
て

い
な
い
。
最
終
的
に
は
5
0
0
万
円
以

上
の
契
約
の
際
は
、
市
長
の
決
裁
区
分

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
発
注
関

係
選
定
フ
ロ
ー
に
基
づ
き
進
め
た
場
合
、

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
口
頭

説
明
を
受
け
た
と
思
う
が
、
決
済
さ
れ

た
経
緯
と
事
情
を
伺
う
。

答
弁　

今
回
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事
件
に
つ
い
て
、

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
再
発
防

止
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
案
が
発
生
し
た
背
景
、
事
業
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
も
担
当
部
が
中
心
と
な

っ
て
検
証
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
時
、
全
く
不
適
切
な
悪
意
の
あ
る

決
済
だ
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
成
果
品
に
つ
い
て
は
、

手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
答
弁
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

質
問　
「
平
成
26
年
5
月
19
日
起
案
、

同
日
決
済
施
行
し
た
委
託
番
号
第
8
号

契
約
の
e
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
、
各
処

分
場
の
中
央
管
理
監
査
監
視
装
置
の
更

新
業
務
委
託
、
随
契
で
6
7
8
万
2
，

4
0
0
円
。」
こ
の
書
類
の
中
で
、
社

判
も
な
く
収
入
印
紙
の
割
り
印
も
な
い

委
託
契
約
書
を
決
済
に
回
す
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

答
弁　

当
時
、
e
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
市
内
在
住
の
企
業
で
あ
る
こ
と
、

委
託
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
複
数
扱
え

る
業
者
に
委
託
す
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
う
説
明
を
受
け
た
記
憶
は
あ
る
。
社

判
が
な
い
と
か
の
件
は
、
資
料
が
な
く
、

今
申
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

質
問　

随
意
契
約
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
12
月
1
日
か
ら
運
用

さ
れ
て
い
る
が
、
押
収
さ
れ
た
書
類
は

11
月
12
日
に
は
返
還
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
確
認
作
業
を
行
っ
た
う
え
で
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

返
還
に
な
っ
た
公
文
書
に
つ
い

て
は
、
一
つ
一
つ
の
事
業
・
執
行
に
対

し
て
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

の
洗
い
出
し
の
作
業
を
し
て
い
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
後
、
不
正
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
、
職
員
に
対
し
徹
底
を
さ
せ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

質
問　

今
回
の
事
件
で
は
、
人
事
管
理

の
面
で
の
弱
点
が
露
呈
し
た
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
弁　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
育
て
た
い
と
の
思
い
が
あ
る

な
か
、
同
職
で
の
在
任
期
限
が
長
い
と

事
件
の
温
床
に
な
り
う
る
可
能
性
は
あ

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い

る
。
今
後
は
、
し
っ
か
り
と
見
直
し
を

し
て
い
く
。

株
式
会
社
司
食
品
工
業
の
企
業
誘
致
交

渉
と
、
市
の
責
任
及
び
今
後
の
対
策
等

に
つ
い
て

質
問　

司
食
品
工
業
の
企
業
誘
致
の
見

通
し
は
。

答
弁　

国
、
県
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

銀
行
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
協
力
の
も
と
実

現
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
尽
き
る
現
状

で
あ
る
。

門
脇
市
政
の
重
点
施
策
を
一
層
厳
し
く

な
る
市
民
生
活
を
守
る
方
向
に
、
転
換

を
図
る
た
め
に

質
問　

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
や
箱

も
の
事
業
を
や
め
、
市
民
生
活
を
守
る

市
政
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
施
策
を
さ

ら
に
推
し
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

就
任
以
来
、
市
民
生
活
を
守
る

取
り
組
み
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し

て
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
も
所
得
の
確
保
が
で
き
る
様
々
な

施
策
に
も
取
組
み
、
5
年
後
10
年
後
に

仙
北
市
が
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）■環境保全センター

贈収賄事件を受け、詳細な検証を行い市政
運営の改善に努めるべきではないか。
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新
市
立
角
館
総
合
病
院
の

開
業
に
向
け
て

質
問　

病
院
開
業
ま
で
国
道
46
号
角
館

バ
イ
パ
ス
か
ら
病
院
へ
直
通
す
る
、
市

道
岩
瀬
北
野
線
は
開
通
す
る
の
か
。

答
弁　

現
在
の
工
事
進
捗
率
は
78
・
７

％
で
、
用
地
買
収
関
係
に
つ
い
て
は
全

て
終
了
し
、
道
路
本
体
工
事
を
残
す
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
病
院
の
開
業
ま
で

開
通
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
等
の
関
係

各
方
面
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

病
院
開
業
に
伴
う
病
院
、
診
療

所
、
市
内
開
業
医
と
の
医
療
連
携
に
よ

る
地
域
医
療
の
充
実
を
図
れ
。

答
弁　

病
院
の
開
業
後
は
、
現
在
秋
田

県
と
秋
田
県
医
師
会
が
実
施
し
て
い
る
、

あ
き
た
ハ
ー
ト
フ
ル
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加

も
検
討
し
た
い
。
ハ
ー
ト
フ
ル
ネ
ッ
ト

は
、
県
内
・
市
内
の
医
療
機
関
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
て
転
院
等
の
場
合
、
患

者
の
了
解
の
も
と
、
患
者
の
氏
名
な
ど

基
本
情
報
や
医
療
連
携
に
有
用
な
情
報

を
共
有
す
る
。
又
、
市
で
は
市
内
の
在

宅
医
療
介
護
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の

組
織
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立

ち
上
げ
準
備
、
課
題
抽
出
の
た
め
の
情

報
収
集
等
を
目
的
と
し
て
医
師
会
、
歯

科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
市
担
当
職
員

等
で
仙
北
市
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進

準
備
会
を
設
立
し
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。

質
問　

団
塊
世
代
が
ま
も
な
く
後
期
高

齢
者
と
な
る
。
現
在
で
も
老
人
福
祉
施

設
に
は
多
く
の
待
機
者
が
お
り
、
さ
ら

に
拍
車
が
か
か
る
。
市
民
の
老
後
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
今
後
の
在

宅
医
療
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
方
策
を

示
せ
。

答
弁　

団
塊
世
代
の
方
々
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
と
老
人
福
祉
施
設
だ
け
で
な

く
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
在
宅
で
の

訪
問
診
療
・
介
護
が
大
変
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
角
館
総
合
病
院
の
機
能
を
考

え
る
と
、
市
内
医
療
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
市
内
医
療
機
関
で
対
応
し
き
れ

な
い
在
宅
訪
問
診
療
が
必
要
な
場
面
に

あ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
角
館
総

合
病
院
が
支
援
で
き
る
か
を
組
織
と
し

て
図
化
し
て
も
ら
い
た
い
と
協
議
し
て

い
る
。

質
問　

患
者
の
減
少
が
続
き
、
累
積
債

務
が
増
え
続
け
て
い
る
。
単
に
新
し
い

病
院
が
開
業
す
れ
ば
患
者
が
増
加
に
転

ず
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
施
策
を

示
せ
。

答
弁　

接
遇
改
善
の
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
日
常
的
に
評
価
と
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
制
度
を
構
築
す
る
。
が
ん
、
脳
卒
中
、

急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患

等
の
５
疾
病
と
救
急
、
災
害
、
へ
き
地
、

周
産
期
、
小
児
医
療
の
５
事
業
を
き
ち

ん
と
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の

方
々
の
健
康
と
生
命
を
守
る
意
思
を
し

っ
か
り
と
あ
ら
わ
し
、
そ
れ
を
市
民
の

方
々
に
伝
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ま

ず
始
め
、
新
た
な
病
院
の
経
営
改
善
を

図
る
。

７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

■早期開通が待たれる岩瀬北野線（予定地付近）

新病院開業に向けての施策を示せ。

市民の命の砦としての役割を果たし経営改善を図る。市長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る

仙
北
市
農
業
の
展
望
は

質
問　

米
の
生
産
費
削
減
の
た
め
国
は

水
田
の
圃
場
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

市
内
の
圃
場
整
備
の
状
況
と
、
今
後
の

国
の
動
向
は
ど
う
な
る
の
か
。 

答
弁　

水
田
の
圃
場
整
備
率
は
、
平
成

26
年
度
末
で
30
ａ
以
上
の
区
画
の
水
田

が
66
・
３
％
で
現
在
工
事
実
施
中
及
び

計
画
進
行
中
の
も
の
が
約
４
０
０
ｈ
ａ

で
、
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
76
・
２
％
と

な
り
、
他
に
も
希
望
地
区
が
複
数
箇
所

あ
る
。
国
は
農
業
の
体
質
強
化
を
図
る

た
め
、
さ
ら
な
る
大
区
画
化
、
汎
用
化

を
進
め
収
益
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
農

業
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

米
の
輸
入
枠
拡
大
に
よ
り
長
期

的
に
米
価
格
の
低
下
と
転
作
率
の
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
。農
家
の
所
得
確
保
の
た

め
国
の
飼
料
米
に
対
す
る
動
向
及
び
市

内
農
家
へ
の
飼
料
米
種
子
の
配
布
状
況

と
今
年
の
市
内
に
お
け
る
栽
培
状
況
は
。

答
弁　

国
の
飼
料
米
に
対
す
る
動
向
は
、

飼
料
米
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
必
要
な

支
援
を
行
い
、
平
成
37
年
度
ま
で
の
目

標
が
１
１
０
万
ｔ
で
あ
る
。
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
、
多
収
性
の
品
目

の
種
子
確
保
、
保
管
施
設
等
整
備
に
対

す
る
支
援
等
が
国
で
行
う
支
援
で
あ
る
。

今
年
の
多
収
性
品
種
の
作
付
け
は
39
・

35
ｈ
ａ
で
あ
る
。
多
収
性
品
種
の
不
足

や
主
食
用
米
と
の
混
合
の
懸
念
が
あ
り

作
付
面
積
が
伸
び
な
か
っ
た
が
、
生
産

者
が
よ
り
有
利
な
交
付
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
く
。

質
問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に
よ
り
日

本
の
農
業
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て

い
る
。
国
は
日
本
の
安
全
な
農
産
物
を

輸
出
産
業
へ
と
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
今
後
の

仙
北
市
の
農
業
戦
略
を
問
う
。

答
弁　

国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
を

踏
ま
え
、
仙
北
市
の
農
業
へ
の
影
響
に

分
析
を
加
え
な
が
ら
園
芸
や
畜
産
業
の

複
合
経
営
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
遊
休
農
地
や
中
山
間
地
域
の

生
産
状
況
を
活
用
し
た
薬
用
作
物
等
産

地
化
推
進
事
業
、
高
収
益
の
作
物
と
し

て
始
め
た
果
樹
、
食
材
と
し
て
の
利
用

幅
が
広
い
と
評
価
さ
れ
た
西
明
寺
栗
の

生
産
拡
大
、
そ
し
て
仙
北
市
に
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
新
た
な
品
目
に
も
挑
戦
し

て
い
く
。

（
阿
部 

則
比
古 

記
）
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■早期整備が待たれる抱き返り渓谷遊歩道

７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

翠巒会  真 崎 寿 浩  議員翠巒会  真 崎 寿 浩  議員

市長 県に要望はしているが簡単ではない。

抱返り渓谷を早く整備せよ。

抱
返
り
渓
谷
周
辺
の
早
期
整
備
を
求

め
る

質
問　

抱
返
り
渓
谷
遊
歩
道
の
早
期
整

備
に
つ
い
て
、
県
と
ど
の
よ
う
な
協
議

と
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
遊
歩
道

付
近
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
も
指
摘
が

あ
り
、
安
全
対
策
と
し
て
手
摺
り
や
夜

間
照
明
の
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が

ど
う
か
。

答
弁　

遊
歩
道
の
整
備
に
関
し
て
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
２
カ
年
の
事
業
で
、

第
２
駐
車
場
か
ら
飯
村
少
年
殉
難
の
碑

ま
で
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
22
年
の
災
害
で
被
災
し
た
橋
梁
、

歩
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

３
カ
年
事
業
で
整
備
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
雪
崩
に
よ
る
安
全
柵
の

倒
壊
等
に
よ
り
、
現
在
は
見
返
り
の
滝

か
ら
先
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
未
整
備
区
間
お
よ
そ
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、
県
に
対
し

働
き
か
け
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

か
か
る
費
用
が
10
億
か
ら
20
億
と
多
額

で
あ
り
、
県
事
業
と
し
て
の
整
備
は
相

当
困
難
な
状
況
で
は
な
い
か
と
い
う
認

識
で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
方
向
性
を

模
索
し
て
要
望
を
続
け
た
い
。
ま
た
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
り
、
出
来
る
だ
け
快

適
な
環
境
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た

い
。

質
問　

神
代
発
電
所
を
見
学
さ
せ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

の
整
備
に
よ
り
広
域
観
光
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
市
の
見
解
を

問
う
。

答
弁　

発
電
所
の
見
学
は
予
約
制
で
可

能
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
Ｐ
Ｒ
方
法
等

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。

ま
た
、
み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド
を
生
か
し

た
広
域
観
光
に
つ
い
て
は
大
変
重
要
な

視
点
と
捉
え
る
。
沿
線
自
治
体
に
よ
る

南
地
域
広
域
連
携
観
光
推
進
協
議
会
の

中
で
、
抱
返
り
渓
谷
を
含
め
た
観
光
ル

ー
ト
の
構
築
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

臨
時
駐
車
場
拡
大
な
ど
、
抱
返

り
渓
谷
駐
車
場
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

紅
葉
祭
期
間
中
の
駐
車
台
数
は

前
年
と
比
較
し
相
当
増
加
し
て
い
る
。

臨
時
駐
車
場
の
拡
大
に
は
、
地
権
者
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
る
が
、
駐
車
場
運

営
手
法
も
含
め
て
積
極
的
な
検
討
に
入

り
た
い
。

質
問　

観
光
客
の
受
け
手
側
の
意
識
改

革
の
必
要
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

こ
こ
２
年
程
は
特
に
、
誰
も
が

安
心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
を

目
指
し
て
、
人
と
の
関
わ
り
に
重
き
を

置
き
な
が
ら
観
光
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
観
光
客
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
左

右
す
る
要
因
に
は
、
地
元
の
方
々
と
の

交
流
が
重
要
な
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
観
光
客
と
の
接
点
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
お
も
て
な
し
の
心
が
磨
か
れ
、

受
け
手
側
も
観
光
地
に
暮
ら
す
充
実
感

が
高
ま
る
と
考
え
る
。
市
民
一
人
一
人

が
観
光
の
主
役
だ
と
い
う
よ
う
な
思
い

に
ひ
た
っ
て
頂
く
、
そ
う
い
う
政
策
を

実
現
し
た
い
。
具
体
的
手
法
に
つ
い
て

は
総
合
戦
略
の
中
で
し
っ
か
り
と
明
記

し
て
い
き
た
い
。

観
光
交
通
体
系
の
整
備
と
内
陸
線
の
将

来
性
は
い
か
に

質
問　

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
も
観
光

の
足
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
交
通
体

系
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共

交
通
路
網
の
整
備
は
、
市
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。
現
在
、
仙
北
市
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
間
も
な
く
実
施
す
る
道

路
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
生
活

の
基
盤
と
な
る
交
通
網
に
つ
い
て
、
新

た
な
視
点
で
見
直
し
を
行
い
、
同
時
に

観
光
路
線
と
し
て
の
ア
ク
セ
ス
強
化
に

も
つ
な
げ
た
い
。
市
民
と
観
光
客
が
と

も
に
利
便
性
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
交

通
体
系
を
整
備
し
た
い
。

質
問　

内
陸
線
は
観
光
路
線
と
し
て
も

貴
重
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
是
非
と

も
存
続
を
願
う
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
た
考
え
を
問
う
。

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
一

定
の
公
費
負
担
を
し
て
も
、
市
民
の
足

と
し
て
の
存
続
を
望
む
と
い
う
考
え
が

得
ら
れ
た
。
今
後
、
県
、
会
社
、
沿
線

自
治
体
で
さ
ら
に
分
析
を
進
め
る
。
来

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
に
加
え

て
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

活
用
し
、
過
疎
化
が
顕
著
な
内
陸
線
沿

線
地
域
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
や
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
、
内
陸
線
の
乗
車
促
進
に

つ
な
げ
て
い
く
。
現
在
、
北
秋
田
市
に

対
し
、
同
様
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
要

請
中
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
各
国
か

ら
の
観
光
客
に
よ
る
内
陸
線
利
用
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
を
更
に
伸

ば
し
て
い
く
と
い
う
視
点
で
も
、
今
後

様
々
な
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
高
久 

昭
二 

記
）
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７
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

中
山
間
地
域
を
守
れ

質
問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
に
至
っ
て

い
る
が
、
最
も
危
機
的
な
の
は
、
条
件

が
悪
い
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。
ま
た
、

国
が
言
う
「
攻
め
の
農
業
」
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
す

る
の
か
。

答
弁　

中
山
間
地
域
対
策
と
し
て
は
、

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
補
助

率
の
高
い
、
県
の
「
元
気
な
中
山
間
農

業
応
援
事
業
」、
ま
た
「
中
山
間
地
域

農
業
活
性
力
基
本
基
盤
整
備
事
業
」
等

を
活
用
し
、
地
域
に
合
っ
た
政
策
基
盤

づ
く
り
を
進
め
た
い
。
高
低
差
を
利
用

し
た
花
卉
栽
培
や
、
園
芸
の
拡
大
・
普

及
な
ど
細
や
か
な
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。
国
は
「
攻
め
の
農
業
」
に
転
換
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
生
産
基
盤
を
大
規
模
化
し
コ
ス
ト

を
削
減
し
た
農
産
物
を
、
市
場
に
耐
え

得
る
価
格
で
海
外
に
輸
出
し
て
い
く
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た

担
い
手
の
育
成
を
初
め
と
す
る
対
策
を

講
じ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
水
稲
を
基
幹
に
し
た
農
業
に
加
え
、

園
芸
、
野
菜
、
花
卉
、
ま
た
畜
産
等
を

取
り
入
れ
た
複
合
経
営
を
確
立
す
る
こ

と
で
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
に
取

り
組
み
、
体
質
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
最
近
は
、
農
業
生
産
法
人
の
取

り
組
み
が
成
功
事
例
と
な
る
場
合
も
多

い
た
め
、
意
識
の
高
い
法
人
の
育
成
も

重
要
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が
若
い
担
い
手
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
現
状
と
対
策
を
伺
う
。

答
弁　

次
代
を
担
う
若
手
の
認
定
就
農

者
は
６
人
で
、
毎
年
２
人
程
度
が
新
た

に
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
活
用
し
て

就
農
を
し
て
い
る
。
具
体
的
な
担
い
手

確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
集
積
を
図

り
、
規
模
拡
大
及
び
機
械
の
共
同
利
用

に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
、
ま
た
、

各
種
助
成
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

意
欲
あ
る
農
家
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

農
業
法
人
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
業
者

不
在
の
集
落
も
あ
る
た
め
、
数
集
落
単

位
を
カ
バ
ー
で
き
る
農
業
法
人
を
創
出

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
集
落

営
農
組
織
か
ら
農
業
法
人
化
へ
の
支
援

を
講
ず
る
。
ま
た
、
仙
北
市
に
移
住
を

し
た
人
も
農
業
に
参
画
で
き
る
よ
う
、

総
合
的
な
就
農
支
援
対
策
も
行
い
た
い
。

肥
料
偽
装
問
題

太
平
物
産
・
全
農
の
責
任
と
国
の
対
応

は質
問　

太
平
物
産
に
よ
る
肥
料
偽
装
問

題
が
発
覚
し
た
が
、
本
市
も
神
代
地
区

の
「
じ
ゃ
ん
ご
米
」
な
ど
、
被
害
に
あ

っ
て
い
る
も
の
も
相
当
あ
る
。
ま
た
、

今
回
の
偽
装
問
題
は
農
家
に
は
何
ら
非

が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
太
平
物
産
は

も
と
よ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
り
、
長
年

そ
れ
を
販
売
し
て
い
た
全
農
に
も
多
大

な
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

答
弁　

太
平
物
産
が
表
示
と
異
な
る
原

料
や
配
分
割
合
で
肥
料
を
販
売
し
て
い

た
事
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
生
産
者
、

ま
た
消
費
者
の
信
頼
を
著
し
く
損
な
う

許
し
が
た
い
行
為
で
、
大
き
な
憤
り
を

感
じ
て
い
る
。
農
家
に
は
何
の
過
失
も

な
く
、
そ
の
現
場
と
な
っ
た
太
平
物
産

も
含
め
、
ま
た
全
農
も
そ
の
責
任
を
し

っ
か
り
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
国
も
こ

の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
農
家
は
全
く
悪
く
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
環
境
保
全
型
直
接
支
払
交
付

金
の
交
付
基
準
等
に
つ
い
て
も
、
も
う

少
し
寛
大
な
対
応
を
し
て
欲
し
い
。

堆
肥
処
理
場
の
建
設
は
い
か
に

質
問　

仙
北
夢
牧
場
を
は
じ
め
、
市
内

の
畜
産
農
家
で
は
堆
肥
処
理
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
処
理
場
建
設
を
望
む
声

も
多
い
。
市
で
は
堆
肥
処
理
場
建
設
を

計
画
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
そ
の
内

容
を
伺
う
。

答
弁　

仙
北
夢
牧
場
は
も
と
よ
り
、
最

近
で
は
多
頭
飼
育
の
生
産
者
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
畜

産
を
取
り
巻
く
環
境

対
策
が
何
と
し
て
も

不
可
欠
で
、
関
係
団

体
か
ら
も
処
理
施
設

の
早
期
建
設
に
つ
い

て
要
望
を
頂
い
て
い

る
。
堆
肥
処
理
施
設

で
は
、
畜
産
農
家
か

ら
搬
入
さ
れ
た
堆
肥
を
原
材
と
し
て
良

質
な
肥
料
を
生
産
し
、
そ
れ
を
農
家
へ

安
定
供
給
す
る
こ
と
に
よ
る
、
循
環
型

の
生
産
体
制
が
構
築
で
き
る
た
め
是
非

と
も
実
現
し
た
い
。
計
画
で
は
、
建
設

場
所
と
し
て
夢
牧
場
の
周
辺
を
中
心
に

数
カ
所
検
討
中
で
あ
る
。
建
設
規
模
は
、

搬
入
さ
れ
た
堆
肥
を
発
酵
処
理
す
る
密

閉
型
の
施
設
を
１
棟（
２
８
０
０
㎡
）と
、

接
続
す
る
脱
臭
施
設
１
棟（
１
３
０
㎡
）

と
試
算
し
て
い
る
。
処
理
方
法
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
攪
拌
装
置
で
の
発
酵
処
理
を

採
用
す
る
。
攪
拌
す
る
際
に
発
生
す
る

臭
気
は
、
脱
臭
施
設
を
通
じ
て
浄
化
さ

れ
て
放
出
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
建

設
費
は
、
国
の
補
助
事
業
該
当
分
で
約

４
億
８
０
０
０
万
円
、
用
地
費
等
市
の

単
独
事
業
分
は
約
２
０
０
０
万
円
程
度

と
な
り
、
総
事
業
費
は
概
算
で
５
億
円

と
見
込
ん
で
い
る
。
平
成
28
年
度
か
ら

の
２
カ
年
事
業
で
着
手
し
た
い
が
、
ま

だ
確
定
は
し
て
い
な
い
た
め
、
説
明
会

等
を
通
じ
て
住
民
の
理
解
を
深
め
て
行

き
た
い
。

（
髙
橋　

豪 

記
）

■農家は何も悪くない
　偽装対象となった太平物産の肥料

仁政クラブ  黒 沢 龍 己  議員仁政クラブ  黒 沢 龍 己  議員

市長 米に加えた複合経営で高付加価値を狙いたい。

ＴＰＰから中山間地域農業を守れ。

か

き
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総務文教常任委員会

仙北市消防団員退職時家族慰労金支給条例
質問　個人番号を提供する意思のない場合はどのような対応になるのか。
答弁　個人番号が提供されると申請をする際に必要となる添付書類(所得証明、住民票)を省略できるが、提供されない場合は添付書類が必要となる。

12月定例会　条例案２件▶可決

退職消防団員の家族に対し慰労金を支給する条例。

仙北市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
マイナンバー制度施行に伴い仙北市でマイナンバーの利用及び漏洩を防止する為の条例。

メガソーラー「大規模太陽光発電」事業についての請願

質問  ふるさと納税の返礼品と
　　　して市内から購入された
　　　商品の総額はいくらか。
答弁　概算であるが、1,800万円
　　　程度が返礼品代として市
　　　内の業者に支払われている。
質問  小中学校の化学薬品の処
　　　分はどのような方法で行
　　　うのか。
答弁  市内、そして、大仙市・美郷町内で業者がいない場合は、
　　　県南・全県へと範囲を広げ３～５社での入札を予定している。

　市内民間事業者が神代黒倉地内に建設中の大規模太陽光発電施設について、事業の見直し等を求める請願書が提出され、委員会
ではこれまで審査を続けて参りましたが、市及び発電施設付近の集落と事業者間において、現在、災害防止協定締結に向けて協議
中であるため、12月定例会の委員会ではこれを更に継続審査としています。

議会報告会 でのご意見・ご要望
質問　秋田内陸線は乗車人員の減少により大幅な赤字になっている。角館を訪れる観光客を誘致するため本社機能を角館駅に持っ
　　　ていくべきではないかとの意見が出されているが、市の考え方は？
答弁　秋田内陸線は総延長94㎞の鉄道であるが、保守業務を55人の最小人員で行っている。通常鉄道の保守は1㎞あたり1人の人
　　　員が必要とされており、内陸線の場合は、路線の中央付近である阿仁合駅に本社を置くことで、どこにでも素早く駆け付け
　　　られる体制としている。また、今年4月より角館駅からの観光客誘致のため、角館駅に営業担当の副駅長を配置している。
　　　尚、秋田内陸地域交通協議会において沿線住民へ内陸線に関するアンケート調査を実施しているので、調査結果を待ちたい。
質問　一般廃棄物最終処分場をめぐる贈収賄事件だけに限らず、これまで発生した事件、事故は当事者だけの問題ではなく、組織
　　　の在り方が問題である。議会で徹底究明して欲しい。
答弁　議会で調査特別委員会を設置して調査中である。調査結果については市民の皆様に報告する。
質問　地方創生特区に指定されたようだが、まだ地に足がついていないようである。議会としても積極的に提言して欲しい。国有
　　　林を活用してブタの放牧は半年間も雪に埋もれた場所で実現性はあるのか。
答弁　地方創生に関しては議会で特別委員会を設置して協議中である。ブタの放牧は畜舎を建設し冬期に備える。
質問　クニマス未来館は何故大沢地区に建設するのか。
答弁　大沢地区はかつてクニマス漁が行われた地区でクニマス塚やクニマスに関する文献等が多く残り、その面影が特に色濃く残
　　　っている地域であるためである。
質問　未来館の水槽にクニマスを展示して里帰りとは言えない。田沢湖に放流してはじめて里帰りではないのか。
答弁　田沢湖にクニマスが里帰りするためには多くの時間を要する。建設地や湖畔、そして周辺での養殖適地調査を実施している。
質問　平福美術館のマスターキーを紛失したようだが、交換費用は誰が支払うのか。
答弁　美術館の修理費から支出された。紛失した職員は減給処分とし、実質3分の1が補填された。
質問　武家屋敷付近で景観にそぐわない建物があるが、どうにかならないかとの意見が出されている。市の見解は？
答弁　対象と思われる建物は、土地所有者と居住者が別であり、借地権が切れる平成31年以降に検討したい。

小中学校の体育館の天井落下防止工事。

小中学校体育館天井等落下防止対策事業費 385万円

小中学校で保管している使用期限の切れた化学薬品の処分費用。

小中学校薬品処分費 540万円

ふるさと納税返礼品を市内から購入するための費用。

ふるさと納税ふるさと便事業費 812万円

一般会計補正予算

■処分される学校保管の化学薬品

11月9日～11日開催
～委員会では皆様からのご意見を取り上げています～
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市民福祉常任委員会

生活保護費の内、医療費扶助が非常に増加したための補正予算。

生活保護費 9,765万円

育成医療費は子供分、更生医療費は主に人工透析分。

障害者自立支援給付費 785万円

小学校7校分のフッ素物洗口液を作成するため。

保健衛生総務費 9万円

今年4月から保育料の助成制度が改正となるためのシステム改修費用。

児童福祉施設費 78万円

一般会計補正予算

■医療の充実が待たれる新病院建設

議会報告会 でのご意見・ご要望
質問　病院管理者が亡くなり現在も不在のままであるが、そもそも必要なかったのではないか。
答弁　現在、管理者の権限は市長が持っている。病院事業管理者については、2つの市立病院長とも協議しながら関係機関に協力
　　　をお願いしている状況である。
質問　病院建設について将来重荷になるのではないか、なぜ庁舎とセットで考えられなかったのか。一体性が感じられない。
答弁　今後の収支については、減価償却費の増加に伴い赤字を計上する形となるが、減価償却を除いた現金留保部分については平
　　　成29年度以降も黒字を確保出来る見込みである。
質問　中川小の放課後児童預かりについて、3～4日預かっても毎日預かっても同じ利用料金はおかしいとの意見が出たがどうか。
答弁　中川地区は現在児童館として運営しているため無料である。今後は放課後児童クラブとすることを検討しており、その場合
　　　は有料となる。
質問　認定こども園を運営する社会福祉法人の理事は教員や市役所退職者がほとんどだが、社会福祉に意欲のある若い方々を理事
　　　とするべきで、それは雇用の拡大にもつながるのではないか、との意見が出さ
　　　れているが市の見解を伺う。
答弁　社会福祉法人の理事の方に対し報酬があると考えられての意見のようだが、理
　　　事は無報酬でお引き受け頂いている。理事会に出席した場合は1日2,200円の
　　　日当と、車代として1キロにつき37円の交通費を支給している。
質問　角館総合病院のショートケアを存続して欲しいとの意見がある。病院の見解は
　　　どうか。
答弁　現在提供している精神科ショートケアや作業療法等は、スタッフの確保（特に
　　　看護師）が難しいため、体制の見直しを含めて新病院開業まで休止としたい。
　　　休止期間は愛仙など民間施設への紹介を行う。また、医師による診療や相談業
　　　務は継続したい。

質問　障害者自立支援給付費について、更生医療と療養介護費の内容について伺う。
答弁　更生医療の9割は人工透析費用が占める。その他は、股関節、膝関節、免疫機能の治療である。現在44名が治療を受
　　　けているが、医療単価が増額されたための予算である。また、療養介護費については、国立病院機構あきた病院に
　　　入所されている方々7名の療養費である。筋ジストロフィーやＡＬＳといった重度の障害に対する療養費となる。
質問　歯と口腔の健康づくり推進事業費について、フッ化洗口液の作成はどこが行うのか。
答弁　角館、中川、白岩小学校は、角館総合病院内の薬局、生保内小学校は成田漢方堂薬局、神代小学校は神代調剤薬局、
　　　西明寺、桧木内小学校は西木調剤薬局で作ることになる。当初は薬剤保管庫を購入する予定もあったが、各薬局に
　　　無償で保管してもらうこととなった。

11月9日～11日開催
～委員会では皆様からのご意見を取り上げています～

主
な
質
疑

医療費の増減に伴い保険費の見込み額の変更。

国民健康保険特別会計 2,018万円
老健にしき園の前年度繰越金確定により予備費に充当。

介護保険特別会計 3,718万円

特別会計補正予算

質問　にしき園では介護職員が3名不足である旨の報告もあったが、状況を伺う。
答弁　にしき園では臨時職員の退職により介護職員が欠員となっている。退職理由は様々であるが、労働条件の良い他の
　　　施設へ転職するという方々も出ているようなので、これは重く受け止めたい。臨時職員の処遇改善に今後も努めて
　　　行く。
質問　臨時職員は正職員と同様の仕事をしているのなら、出来るだけ身分待遇を改善する必要がある。どのように臨むのか。
答弁　臨時職員と正職員の格差はあるが、収入面は出来るだけ引き上げて民間事業所との賃金差を少なくしたい。

主
な
質
疑
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　12月定例会の産業建設常任委員会で審査された補正予算の
内、特に議論が集中した「インバウンド誘客促進事業費」につ
いてご紹介します。そもそもインバウンドとは、「外から入っ
てくる旅行」すなわち、訪日外国人旅行を指しますが、今、ニ
ュースで話題となっているように、海外からの訪日客は過去最
大の勢いで伸びています。日本政府観光局では、昨年1月～11

月までの外国人客数はおよそ1,796万人（前年同期比約47％
増）と発表しています。人口減少により国内市場の縮小が懸念
される中にあって、仙北市もこの流れを逃さずに外国人観光客
増加を図り、外貨獲得による経済効果を狙う必要があることか
ら、国の交付金を活用し、誘客事業を積極的に展開する内容の
事業となります。

外国人観光客を増やせ ～地方創生先行型インバウンド誘客促進事業～

ハートハーブグラスハウスの床材交換工事費。

都市農村交流施設整備事業費 286万円

温泉事業への補助。燃料費など。

温泉事業会計補助金 360万円

新水沢源泉から田沢湖高原までの引湯管の敷設工事費。

温泉事業会計　新水沢源泉温泉管新設工事 1億円

産業建設常任委員会

■高原に引かれる新たな源泉 新水沢源泉

補
正
予
算

議会報告会 でのご意見・ご要望
質問　司食品工業の誘致についてはうまくいっているのか。市は公金を扱うのだから慎重であるべきだが。
答弁　12月24日に市長と社長が面会する。しっかりとした詰めの交渉を行い報告したい。
質問　横町橋の歩道は、通勤・通学の方が多く往来するので風除けを設置して欲しいという意見があるがどうか。
答弁　横町橋歩道への風除け設置は構造計算上できない。設置のためには橋脚等下部から全てを作りなおす必要があるため厳しい。
質問　中川地区の圃場整備（同意率96％）に対し、同意率100％になってからでなければ受け付けられないとしているようだが、
　　　どのような状況であるのか。
答弁　全体の同意率は96％と非常に高いが、圃場整備区域内で同意できないとするところがかなりあり、現状では農地集約が難
　　　しいため、国や県の理解が得難い。今一度意見集約をして話を持ってきて頂きたいと考えている。
質問　碇沢川（西明寺地区）の水害対策については速やかに対応を求めるが、今後について伺う。
答弁　28年度予算に排水に関する調査費を計上した上で、具体的対策実施に向けて進めたい。
質問　水田耕作放棄地を活用し定年退職者や若者が就農できるサイクルを作るべきとの意見が出ているが市の考え方は。
答弁　耕作放棄地は農地中間管理機構を活用し集積を進めている。若者や定年退職者の就農に向けても支援体制を充実させたい。

11月9日～11日開催
～委員会では皆様からのご意見を取り上げています～

「インバウンド誘客促進事業」の概要

質問　外国人観光客数の現状と事業目標は？
答弁　27年1月～9月の外国人宿泊客数は1.4万人。まずは震災前の2,4万人を達成し、2年後には3万人を目指す。
質問　一般財源を拠出してまでも行う事業なのか？
答弁　本市は東北の中でもインバウンドの拠点と位置付けられ、また国策としても訪日外国人増を掲げており是非実施したい。
　　　意見 秋田県も本市もインバウンド対策では他と比較し遅れを取っている。県とも連携し踏み込んだ対策を求める。

主
な
質
疑

１、旅行代理店等の国内外における店舗網を活用しダイレクトに仙北市を宣伝する。
２、外国人向けの旅行商品を企画販売する。
３、海外の情報発進面で影響力を持つ人を対象にしたモニターツアーなどで売込を展開する。
４、通年型や冬期間の外国人向け体験メニューを開発し販売する。
５、外国人観光客のための通訳業務を実施する事業者を募る。
６、農山村の持つ魅力（ローカルクールジャパン）の総合的なプロモーション活動を行う。
７、金融機関等の海外店舗も活用した誘客活動の実施。

予算内訳　国の交付金「地方創生先行型交付金」 9,805,000円＋市の財源 5,675,000円 ＝ 合計予算額 15,480,000円
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●出来るだけ費用を抑制する観点からも、病院跡地を活用す
　ることが望ましい。
●現在の角館庁舎の窓口利用率は全体の約60％を占めてお
　り、より多くの利用者の利便性を確保できる。
●市の遊休財産を活用できるため効率的である。
●合併特例債で現在の病院を解体できるため有利である。
●他の官公署との連携面でも有利である。
●仮に候補地を羽根ヶ台地区とした場合、現在の利用頻度
　からすると、角館地区にもう一つ庁舎を整備する必要あり。

市の提案に賛成の意見  ～財政的見地から有利だ～ 市の提案に反対の意見  ～庁舎は神代羽根ヶ台へ～

●角館駅周辺は公共交通が整っている点で有利。
●市役所機能のみならず民間事業者等との連携の可能性あり。
●駅前一等地であり、将来、役所規模の縮小時においても、空きスペ
　ースの活用がしやすい。また、付近の市遊休地も活用可能。
●駐車場を活用したイベント活動も期待できる。
●庁舎機能に加え、農産物等の販売拠点、観光拠点にもなり得る。

●用地を買収する必要がある。
●病院の解体事業費には合併特例債が使えなくなり、過疎債など
　他の財源を検討する必要がある。
●病院管理棟活用案と比較し、建物鉄骨造の場合でも総事業費
　が６億程度増加するため、費用圧縮の工夫が必要。
●病院跡地の活用方法を検討する必要あり。

●病院管理棟活用案では市民の一体感が生まれない。
●かつて市長が諮問した「みんなの庁舎検討委員会」が出し
　た結論は、市の地理的中央である神代羽根ヶ台地区だ。
●角館地区のみに公的機関等が集中しすぎである
●羽根ヶ台地区は用地取得や上下水道、道路などインフラ整備
　も必要で費用はかさむが、国道沿いで発展の可能性もある。
●羽根ヶ台は道の駅との併設なども検討できる。
●羽根ヶ台は合併前3地区の均衡ある発展に資する。
●統合庁舎整備はそもそも必要ない。現状維持とするべき。

　平成27年7月に設置された「庁舎建設特別委員会」は、これ
まで15回の委員会を開催し統合庁舎整備について協議を続け
ています。市は角館病院移転後の跡地を活用した整備基本構想
を打ち出していましたが、特別委員会での議論の結果、基本構
想やそれに対する反対意見なども熟考の上、庁舎の位置につい

　現行の分庁舎方式では、職員の分散によりマンパワーが十分発揮できない。人口減少と厳しい財政に考慮し、各セクシ
ョンを1ヶ所に集約させ、事務の効率化と市民サービスの向上を図る上で庁舎機能の一体化が必要
建設候補地　　角館病院管理棟を利活用した整備（財政負担の抑制の観点、現在の利用者状況、他の官庁との連健などから）
事業費　　　　総事業費 27億1,200万円（建物ＲＣ造）（合併特例債活用 実質市負担額 9億7,300万円）
各庁舎の今後　角館・中町庁舎（解体）　田沢湖庁舎（総合支所・観光・スポーツ振興、温泉と健康の拠点）
　　　　　　　西木庁舎（総合支所、中央公民館、農山村と自然を生かした産業・学習の拠点）
　　　　　　　神代・田沢・上桧木内・桧木内出張所は現行のとおり

　構想に賛成派・反対派の議論は平行線であったが、一方では、人口減少に対応し、行政効率化を図る上でも、統合庁舎整
備は避けて通ることは出来ず、また、合併特例債の発行期限（平成32年）までに行わなければ、建設に有利な財源がなく
なってしまうなどの諸課題により、期限内に庁舎の実現を図るため意見の集約が必要とされていた。委員会では一本化に向
け、これまでの議論の中で、少数意見ではあったが、基本構想の上方修正的案として出されていた角館駅前周辺を候補地と
する案について再度検討した結果、原案に賛成する委員全員と反対する委員の一部も了承する旨の意見があったため、より
多くの意見を反映することが出来る角館駅前周辺を候補地とするよう中間報告にとりまとめた。

ては、市の提案ではなく、角館駅前周辺を候補地とすべきとの
中間報告を行いました。庁舎の位置は、本会議で議員の3分の
2以上の賛成が必要であり今後諮られる予定ですが、今回はこ
れまでの議論や委員会での意見をまとめましたのでご覧下さい。

建設候補地を角館駅前周辺として中間報告

庁舎建設特別委員会

駅前の有利な点は？ 駅前の課題とする点は？

◇統合庁舎を「角館駅前周辺」を候補地とする案　概要
　建設候補地　角館駅前周辺
　概算事業費　積算中（市の基本構想よりも6億～10億円の増となる模様）

市提案の庁舎建設基本構想概要

新たな候補地として角館駅前周辺を提案
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北
市
誕
生
10
年
、
定
例

議
会
の
数
40
回
。
私
は

そ
の
議
会
を
傍
聴
し
て
き
た
者
で

す
。だ
か
ら
物
申
す
。〝
機
微
し
い
〞

一
言
か
も
し
れ
な
い
が
、
議
員
と

し
て
な
す
べ
き
責
任
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
特
に
議
会
に
提
出
さ
れ

る
案
件
に
対
し
て
、
市
民
の
代
弁

者
と
し
て
、
そ
の
討
論
と
討
議
に

対
す
る
発
言
に
は
重
い
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
合
併
時

か
ら
発
生
し
て
い
る
数
々
の
事

故
、
事
件
の
処
理
は
明
快
さ
に
欠

け
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

市
民
の
目
か
ら
見
聞
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
満
足
度
は
了
と
す
る
評

価
に
無
い
で
あ
ろ
う
。
市
民
と
議

会
と
行
政
が
相
ま
っ
て
こ
そ
一
体

性
の
あ
る
良
い
市
が
つ
く
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
程
乱
れ
て
い
る

現
状
で
は
ど
う
す
る
。
語
れ
る
身

分
で
は
な
い
が
、
議
員
と
し
て
の

責
任
の
重
さ
と
そ
の
立
場
を
再
認

識
し
て
頂
き
た
い
。
行
政
の
在
り

方
を
最
終
決
定
す
る
の
は
、
議
員

に
よ
る
討
議
と
審
議
の
議
決
に
よ

る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
仙
北
市

議
会
に
は
「
山
積
し
て
い
る
諸
問

題
」
に
速
や
か
に
、
か
つ
真
摯
に

対
処
し
て
下
さ
る
様
心
か
ら
願
う

も
の
で
あ
る
。

（ 

熊
谷
一
夫 

記 

）

　

今
年
の
お
正
月
は
、
議
会
も
市
役
所
も
、

例
年
に
な
く
多
忙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い

う
の
も
12
月
定
例
会
よ
り
、
地
方
創
生
・

庁
舎
建
設
に
加
え
「
随
意
契
約
不
正
事
務

処
理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
三
つ
の
委
員
会
が
フ
ル
回
転
で

審
議
・
議
論
を
展
開
し
た
か
ら
で
あ
る
。

更
に
、
広
報
委
員
に
は
原
稿
の
締
切
り
が

あ
っ
た
。
議
会
事
務
局
、
関
係
職
員
も
、

各
委
員
会
の
要
望
や
調
査
、
交
渉
等
を
年

末
・
年
始
に
か
け
て
奮
闘
し
て
く
れ
た
事

に
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

庁
舎
に
関
し
て
は
、
合
併
特
例
債
の
期

限
が
迫
り
、地
方
創
生
は
年
度
末
ま
で「
仙

北
市
版
総
合
戦
略
」
策
定
の
必
要
が
あ
り
、

随
意
契
約
の
不
正
調
査
に
い
た
っ
て
は
、

「
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
を
一

か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
の
委
員

会
の
意
見
で
あ
る
。

　

財
政
状
況
も
年
々
厳
し
く
な
る
中
で
、

仙
北
市
の
次
の
10
年
の
未
来
に
何
を
残
す

か
。
未
来
を
担
う
若
者
達
に
大
き
な
負
担

を
背
負
わ
せ
る
の
か
。
市
が
生
き
残
れ
る

将
来
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い

く
の
か
。
大
き
な
決
断
の
時
を
迎
え
て
い

る
。

　

今
こ
そ
市
民
と
議
会
と
市
当
局
が
一
体

と
な
っ
て
、
智
慧
を
出
し
、
汗
を
流
し
て

「
ひ
と
り
一
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
、
信
頼
回

復
へ
の
第
一
歩
と
な
る
と
胆
に
銘
じ
て
前

進
し
て
参
り
た
い
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
い
紙
面
を
届
け
る
よ
う
に
委
員

一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

北議

そ
の
議
会

す
。だ
か

一
言
か
も

し
て
な
す

で
あ
る
。

る
案
件
に

者
と
し
て

傍聴席
議
会
に
物
申
す

草
彅
俊
一

仙
北
市
田
沢
湖
卒
田

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は

健
や
か
な
気
持
ち
で
新
し
い
年
を
お
迎

え
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
市
政
に
と
っ
て
怒
涛
の
様
な
一
年

で
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
心

配
と
不
安
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
本
市

も
合
併
10
周
年
後
初
め
て
の
新
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
今
年
も
統
合
庁
舎
建
設

問
題
を
中
心
に
様
々
な
問
題
が
目
白
押

し
の
状
況
で
す
。
現
在
の
分
庁
舎
方
式

で
は
、
激
し
く
市
民
人
口
が
減
少
し
続

け
る
中
で
、
い
ず
れ
職
員
の
削
減
が
行

き
詰
ま
り
、
将
来
、
財
政
的
に
立
ち
行

か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
合
併

特
例
債
の
充
当
で
き
る
期
限
も
刻
々
と

迫
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば

庁
舎
建
設
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
い
て

補
助
金
制
度
が
無
く
、
予
測
さ
れ
る
将

来
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、
一
般
財

源
の
み
で
の
建
設
は
不
可
能
に
近
く
な

る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
将
来

展
望
の
中
、
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の

結
論
は
本
年
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
特
例
債
の
有
利
さ
と
、
将
来
の
行

財
政
改
革
を
十
分
に
考
慮
す
れ
ば
10
億

20
億
の
建
設
費
の
差
は
そ
れ
程
大
き
な

問
題
に
な
ら
な
い
筈
で
す
が
、
実
際
は

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
感
情
や
思
惑
が

交
錯
し
て
、
も
は
や
十
分
な
検
証
を
す

る
時
間
も
残
さ
れ
て
い
な
い
現
況
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
対
案
が
出
て
、

収
練
の
つ
か
な
い
議
論
に
終
わ
る
か
に

見
え
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
ダ
ー
ク

ホ
ー
ス
的
に
、
角
館
駅
前
案
が
台
頭
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
の
成
り
行
き
は
読

め
ま
せ
ん
が
、
今
、
統
合
庁
舎
建
設
が

実
現
し
な
け
れ
ば
今
後
、
行
財
政
改
革

が
一
層
困
難
に
な
り
、
更
な
る
合
併
が

待
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
建
設
の
成
否
が
市
政

の
帰
趨
を
占
う
重
大
な
試
金
石
に
な
る

と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

庁
舎
問
題
が

　

引
き
ず
る
も
の

控
室

新

仙

　秋の叙勲で元仙北市議会議員の藤原助一氏が、旭
日雙光章を受賞されました。（平成５年に田沢湖町
議会議員に当選。平成17年から26年まで仙北市議会
議員として、地域貢献された功績による。）
おめでとうございます。

元仙北市議会議員の藤原 助一 氏
「旭日雙光章」受賞される

そう こう秋
の
叙
勲

人事案件
○仙北市教育委員会委員

坂 本  佐 穂  氏
（仙北市角館町水ノ目沢81番地１）

き
す
う

ち
え

き
び
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